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１．背景 
 北半球のいわゆる“北極振動”と同様に、南半
球中高緯度にも軸対称に近い低周波変動である、
南半球環状モード（SAM）の存在が指摘されてい
る（例えば Thompson and Wallace 2000）。南半球
の地表は東西非一様性が比較的弱いので、東西一
様な境界条件と単純な南北温度プロファイルを用
いた理想化 AGCM 実験によって、SAM の構造・
力学を調べることがよく行われる。しかし、その
ような理想化実験で生じる環状変動が、現実大気
の SAM を適切に再現するとは限らない。どのよ
うな平均場のもとで環状モードが現実的に再現さ
れるのかは興味深い問題である。Nakamura et al.
（2008）及び Sampe et al.（2010）は、中緯度海洋
前線帯に伴う SSTフロントがストームトラックと
寒帯前線ジェットの形成に大きな影響を持ち得る
事を示しており、ジェット軸の南北移動で特徴づ
けられる環状モードに対しても中緯度 SST勾配の
影響が予想される。本研究では地表面を SST東西
一様の水惑星とした AGCM 実験で、中緯度 SST
勾配の環状モードへの影響を調べた。 
２．手法 
 モデルは AFES を用い、解像度は T79 鉛直 48
層とした。SST は、標準（CTL）実験では南イン
ド洋の 60°E-80°E 平均の気候値を用い、夏の分布
をモデル北半球に、冬の分布を南半球に与え、最
低温度は 0℃とした。海洋フロント無し（NF）実
験では中高緯度の SST勾配を緩め一定とした。60
ヶ月積分を行い、各半球で 250-hPa 東西平均東西
風の EOF第一モードを環状モードと見なした。 
３．結果 
 夏半球（図 a）では、CTL 実験の環状モードは
寒帯前線ジェットとストームトラック軸の南北移
動に対応しており、現実大気の SAM と似た構造
を持つ。NF 実験では寒帯前線ジェットが低緯度
寄りに形成することを反映し、東西風変動の節も
低緯度寄りとなるが、変動の振幅が小さい上、環
状モードの持続性も短くなった。これは NF 実験
で地表傾圧性が弱いためストームトラックが弱化
し、擾乱活動による西風変動へのフィードバック
が弱いことと整合的である。 
 冬半球（図 b）では、現実に比べ亜熱帯ジェッ
トが強すぎるものの、CTL 実験の環状モードは中
緯度偏西風の南北シーソーに対応しており、その
正位相時には寒帯前線ジェットの亜熱帯ジェット
からの分離も見られる。一方 NF 実験では東西風
変動の節は緯度 33 度付近にある上、振幅が中緯
度で小さく、“環状モード”は主に亜熱帯ジェッ
トの変動を表している。移動性擾乱による運動量
輸送偏差は亜熱帯の東西風偏差にはさほど寄与し
ておらず、現実の SAM と大きく異なっていた。
海洋フロントを除去すると中緯度ストームトラッ
ク活動・寒帯前線ジェットが弱化し、現実の
SAM 的な変動が卓越しないと考えられる。これ
らの結果は、現実的な環状モードの形成に対する
中緯度 SST勾配の重要性を示唆している。 
(a) 夏半球の環状モード正位相（実線）、負位相（破線）時の 250-hPa東西風（m/s）の合成図。EOF主成分時系列
が 1.5標準偏差以上正または負となった時期の平均。太線：CTL実験、細線：NF実験。(b) 冬半球の図。 
